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ちんしもっこう

　十月の空は澄み切
り、一足早い紅葉は、
空を鮮やかに彩りま
す。十月はまた、実り
の季節でもあります。
かつて子どもたちは家
の手伝いに精を出し、
そして親たちも家族の
一員として遇し、たく

人メアリー・フレイザーによる日本人家庭の感
想です。
　日本人は子どもに深い愛情を注ぎ、慈

いつく

しむ民
族と欧米では捉

とら

えられていたようです。それは
現代でも変わらないでしょう。しかし、何らか
の事情により、家族と一緒に生活ができず、家
庭の温

ぬく

もりに包まれずにいる子どもたちがいま
す。こうした子どもたちに対し、親に代わって
愛情を注ぐことができるのが里親です。
　里親制度は、1947 年（昭和 22 年）、児童福
祉法の制定に始まる歴史ある制度です。豊かな
愛情と正しい理解をもった家庭の中で、養育す
る里親の必要性は年々高まってきています。
　エドワード・モースは、日本の子どもたち
が「赤ん坊時代はしょっちゅうお母さんなり、
他の人の背に乗っている」と日本の母親たちが
肌身離さず子どもと接している様子を目の当た
りにしています。そして、文中の「他の人の背」
が現代の里親に当たるのではないでしょうか。
背中の温かさが子どもを豊かに育むのです。

　神前に　子供角
すもう

力や　秋の風　　　　
　　　　　　　　　　小林　一茶

さんの愛情を注いでいたようです。
　大森貝塚を発見したエドワード・モースは、
明治初期の日本人の家族を見て、こう記してい
ます。「世界中で日本ほど、子どもが親切に取
り扱われ、そして、子どものために深い注意が
注がれる国はない。」とし、また、「日本人の母
親ほど、辛抱強く愛情に富み、子どもに尽くす
母親はいない。」と感嘆しています。
 　別のかたも手紙でこう触れています。「彼ら
に注がれる愛情は、ただただ温かさと平和で彼
らを包み込み、その性格の悪いところを抑え、
あらゆる良い所を伸ばすように思われます。」
これは、明治 21 年に来日した英国の外交官夫

「背」で育
はぐく

む愛情
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沈
思
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考
」
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ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

　

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す　

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
け
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
家
庭
の
温
か
さ
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ

て
い
た
だ
け
る
里
親
家
庭
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
里
親
制
度
」
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

里
親
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
か
た
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
養
育
経
験

の
あ
る
里
親
か
ら
話
を
聞
い
て
み
る
な

ど
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　

①
里
親
制
度
に
つ
い
て
（
熊
谷
児
童
相

談
所
職
員
に
よ
る
説
明
）

②
里
親
体
験
談
（
養
育
中
の
里
親
に
よ

る
体
験
談
）

③
意
見
交
換

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

児
童
課

（
☎
574
‐
６
６
４
６
）、
熊
谷
児
童
相

談
所
里
親
担
当
係
（
☎

　

521
‐
４
１
５
２
）
へ

と　　き ところ

第 1回 10 月 24 日㈯ 午後 1時 30 分～ 4時

受付＝午後 1時
　　　　～ 1時 30 分

幡羅生涯学習センター・
幡羅公民館

第 2回 11 月  1 日㈰ 羽生プラザ

デ
ッ
ク
ス
、
お
祭
り
・
催
し
物
の

紹
介
な
ど
を
盛
り
込
み
、
利
用
し

や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行
に
当
た

り
、
官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
企

業
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
事
業
者
の

情
報
提
供
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
へ
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。

　

製
作
・
広
告
募
集
に
つ
い
て

は
、
た
つ
み
印
刷
㈱
が
請
負
者
と

な
り
、
協
賛
広
告
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
企
業
・
団
体
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
広
告
掲

載
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
室
（
☎
574
‐

６
６
３
１
）

“官民協働事業”

　

市
で
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着

し
た
情
報
誌
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

合
併
時
に
、
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
3
年
が
経

過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
の
制
度

改
正
や
料
金
統
一
な
ど
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
情

報
を
更
新
し
ま
す
。
今
回
は
、
福

祉
・
健
康
と
い
っ
た
分
野
別
の
色

分
け
や
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
（
生

活
し
て
い
く
上
で
の
引
っ
越
し
・

結
婚
な
ど
の
出
来
事
）
別
イ
ン
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地
域
経
済
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発
展
に
も
つ
な
が
る

新
し
い
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　↑行政分野別ページに対応した業種企業の広告スペース
　　広告用スペースを上記 1枠から最大 6枠まで分割可能!!
　※ほかにも異なるレイアウトがありますので、ホームページを
　　参照してください (Ｃ http://www.tatsumi-insatsu.co.jp)。

　↑企業広告用ページのイメージ

←医療機関広告用ページのイメー
ジ

※官民協働で、くらしのガイド
ブックを発行します。広告掲載
をぜひ、ご考察していただける
よう、よろしくお願いいたしま
す。

広
告
掲
載
の
お
申
し
込
み
は

　
　

た
つ
み
印
刷
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（
☎
573
‐
２
７
１
１
）
へ

広告用スペース


